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渋沢一族による栃木県柳林農社経営 
宮崎 俊弥 
はじめに 
 本稿は会社組織の先駆者ともいえる渋沢栄一とその一族らによって会社草創期に設立さ
れた会社が、どのようにして解社に追い込まれていったかを分析するものである。 
 柳林農社は、明治７年（１８７４）１月に栃木県の鬼怒川沿岸に位置する芳賀郡柳林村
（現在は真岡市柳林）に設立された養蚕（蚕種製造）・製茶の２つの農業部門を経営する農
業会社（大農場）であった。明治２６年の会社法制定以前の早期の会社組織であった。同
社は明治１０年代に貸金業をも兼営したが松方デフレによる不況に直面し、明治２０年１
２月に経営不振のため廃業に至る。 
 柳林農社の設立にあたって出資したのは渋沢栄一とその関係者であった。すなわち、渋
沢栄一・渋沢喜作・古河市兵衛・福田彦四郎・細野時敏・渋沢才三郎の６人で、古河市兵
衛を除く５人はお互いに親戚筋にあたる、いわば渋沢一族ともいえる人々であった。また、
古河市兵衛は設立後間もない明治８年に、彼が勤務していた小野組の閉店により脱社して
いるので、柳林農社は渋沢一族のみで経営する農業会社となった。 
 渋沢栄一は、第一銀行をはじめ王子製紙・東京海上火災・大阪紡績・東京電燈・帝国ホ
テルなど数多くの近代企業の創立に関わり、その経営に関与したことでよく知られている。
この柳林農社の設立にも渋沢栄一が大きく関わっていて、明治７年という、彼が関与した
会社では最も早い時期に設立された会社であったことが注目される。 
 一方、渋沢栄一ら出資者の信任を得て「支配人」という立場で現地に赴き、この会社の
実質的な経営にあたったのは群馬県那波郡前河原村（現在、伊勢崎市境島村）出身の福田
彦四郎であった。彦四郎は渋沢一族の渋沢喜作の義弟であった。また、彦四郎は幕末期に
渋沢栄一や喜作らが尊王攘夷運動に奔走していた頃の同志の１人でもあった。一方、彦四
郎は蚕種業で有名な島村の指導者田島武平とは義理の兄弟の関係にあり、その父福田立忠
も有力な蚕種家であった。田島武平と福田立忠の影響を受け、彦四郎は蚕種業にも通じて
いた。その福田彦四郎が、なぜ、他郷の地である栃木県に進出していったのかということ
も興味深いことである。 
 本稿では新出の同家文書を分析することにより、①柳林農社の設立の経緯、②渋沢栄一・
福田彦四郎ら渋沢一族と柳林農社との関わり、③同社の開業から廃業に至るまでの経営の
推移、などについて明らかにしたい。このなかで、「会社組織の先駆者」ともいえる渋沢栄
一が関与した草創期の会社組織の実態とそれが持っていた問題点などを解明したいと考え
る。 
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 これまで柳林農社については名前さえ知られず、既刊の『栃木県史』や栃木県の蚕糸業
史にも取り上げられてこなかった。この存在がクローズアップされたのは、平成１５年（２
００３）のことであった。彦四郎の直系のご子孫である福田尚氏（神奈川県藤沢市在住）
が真岡市柳林にあった彦四郎旧家を取り壊す際に偶然発見された同社のまとまった史料１）
を入手されたことによる。もちろん、それ以前にも福田彦四郎が柳林村で大規模な蚕種製
造業を営んでいたことは知られていた２）。また、渋沢栄一の事蹟の根本資料ともいえる『渋
沢栄一伝記資料』３）には栄一の側からとらえた「柳林農社」の資料が１０ページにわたっ
て掲載されている。しかし、柳林農社の直接史料である福田尚家文書の公表が初めてその
実態を明らかにしてくれることになった。本稿はこの新出史料をもとに前記の課題を追究
するものである。 
 ところで、柳林農社は有名な渋沢栄一が手がけた栃木県では最初の会社ともいえる存在
感のある会社であった。しかし、地元の真岡市や栃木県という地域の歴史にはその名前す
らとどめていない。一体なぜ、地元にその存在をとどめなかったのか、このことについて
も論及したい。 
  
１ 柳林農社の設立 
（１）社則に見る柳林農社の概容  
    柳林農社の設立が渋沢栄一や福田彦四郎などによって構想されたのは明治６年（１８
７３）末のことであったろうと思われるが、具体的な活動が開始されたのは翌７年１月か
らであった。 
 同月２５日付けで作成された「柳林農社申合略則」４）は前文と２０条からなっていて同
社の社則ともいえるものである。この「申合略則」から同社の設立目的、営業内容、株主
との関係などの概容を知ることできる。まず、設立目的を明示している前文すべてを原史
料のままに掲げてみたい。 
             
養蚕製茶ハ現今開産中ノ要品ニシテ国家富殖ノ枢機トス、然リ而シテ其洪利ヲ興スヤ素ヨ
リ勉強耐忍ノ能ク致ス所ト云ヘドモ、抑亦其事ニ熟達シテ土宜ノ適ヲ得ルニアラザレバ、
徒労其効ヲ見ル能ハザルニ至ラン、茲ニ下毛芳賀郡絹水東涯ノ地タルヤ、土壌膏腴ニシテ
最モ養蚕ノ便地タリ、而シテ頻年水害ノ烈シキト土民ノ未ダ養蚕ニ習熟セザルトニヨリテ
棄テ之ヲ空漠ニ附ス、苟モ開産ニ志アル者、豈之ヲ愛惜セザルヲ得ンヤ、於是乎吾儕相共
ニ商量協議シテ、本郡柳林村内ニ於テ若干ノ地ヲ購入シ、以テ養蚕製茶ノ業ヲ開キ共同ノ
公利ヲ興シテ、国恩ノ万一ニ報酬セントス、乃チ此農社ヲ設立シテ其処事ノ略定スル事如
左 
 
 これを、要約してみよう。柳林農社は養蚕と製茶という２つの農業を展開することにな
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るが、①この２つの産業が当時、国をあげてその発達・富殖を重視している重要物産であ
ることをまず指摘し、②これら２業を行って大きな利益をあげるには忍耐と勉強が必要で、
さらにはそれぞれの農業に熟達し、適当な土地を見つけることができないとうまくいかな
い、と述べている。そして、③下野国（栃木県）芳賀郡の鬼怒川東岸の地は土壌が肥沃で
養蚕の適地であるが、毎年のように烈しい水害に見舞われ、土地の農家の人たちも養蚕に
習熟していないので広い土地が空しく荒れ地となっている、④そこで私たちが相談して柳
林村の地に少しばかりの土地を購入して養蚕・製茶業を共同で興して利益をあげて国家の
ために尽くしたい、としている。 
 柳林農社が行おうとしていた養蚕とは後記するように、具体的には蚕種（蚕卵紙）の製
造が中心で、蚕種は生糸と並んで当時のわが国の重要輸出品の１つで明治政府が積極的に
奨励していた農産物であった。茶も盛んに輸出されていた５）。柳林農社が当時の日本の２
つの重要輸出品生産を目指していたことが注目される。 
 この前文に出てくる「国家富殖」とか「公利」「国恩」という言葉に、この草案を作成し
た渋沢栄一の思想を垣間見ることができる。彼がこの会社の創設しようとしたのは、自ら
の利潤を追求する個人欲の意図からではなく、公利や国益のためであるとしている。 
 次に本文を箇条に沿って見ていってみよう。 
 第１条で社号柳林農社が明示され、第２条では同社の営業種目として生糸・蚕卵・製茶
の３種が掲げられた。前文には出てこなかった営業種目として「生糸」が掲げられている
が、同農社では実際には生糸の製造（製糸）は行われなかった。 
 第３条に株主名、その株数と出資予定額が出てくる。それを次にまとめる。 
     
        株数   金額（円）  住  所       姓 名 
        ２      ２０００      東京海運橋兜町      渋沢 栄一 
        ３      ３０００      東京湯島中坂下       渋沢 喜作 
        ４   ４０００    東京瀬戸物町     古河市兵衛 
        ４      ４０００      上野国国領村     福田彦四郎 
     １   １０００      東京湯島中坂下    細野 時敏 
    １     １０００   武蔵国血洗島     渋沢才三郎  
  
 １株１０００円で１５株、資本金総額は１万５０００円であった。資本金は社中の６人
が分け持ったが、最高額４株４０００円 は古河市兵衛と農社支配人となる福田彦四郎の２
人であった。このうち、古河市兵衛は会社発足間もない明治８年に小野組の閉店により脱
落して株主は５人になる。なお、渋沢栄一家に残っているこの略則の草案ともいえる史料
では、１株１０００円、１０株で総額１万円の資本金であった。株主は６人で同じメンバ
ーであった６）。経営内容を試算する中で、総額がふくらんだものと思われる。 
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 第４条で開業期間を示し、この期間は明治７年から１２年までの５年間で、満期の際に
継続か否かを協議することになっていた。実際には明治２０年まで営業は延期、継続され
た。 
  第５条から９条までは現地の経営を行う支配人に関する条文で、①支配人は社中から「開
農養蚕熟達の者」１名を選挙して、この者に手代や労働者の雇用を任せること、②支配人
は開業概算書・毎年の入費見積書（予算書）・勘定表（決算書）を作成すること、などが規
定されていた。渋沢栄一は柳林農社の経営に近代的な会計処理を求めていたといえる。こ
の支配人には社中でもっとも「農業・養蚕に熟達していた」福田彦四郎が選ばれた。 
  第１０・１１条は脱社に関する規定で、５年間の開業期間中は会社を自分の都合では脱
退することはできないものとされた。やむを得ず脱社をする場合は、出資金から初期投資
費用（地所購入・蚕室建築・農具購入など）の該当分を差し引き、それをさらに３割減じ
て脱退者に返金し、株は残った社中で引き受けることになっていた。これは古河市兵衛が
脱社する際に適用された。 
 第１２～１４条では農社の収穫品利益の分配法が規定されていた。発足後３年間は初期
投資費用のために利益はないものと想定され、４年目以降の収益は株高に応じて配当する
こととされた。収穫品の販売は社中の議決を得てから行うこととされ、収益が多かった時
にはその一部を支配人の給料（年給２００円）にプラスすることになっていた。 
 第１５・１６条には開業期間満期後の解社についてのことが定められていた。解社の際
には会社の地所や家屋・器械類など全財産を時価に換算して出資株高に応じて分配するこ
ととした。 
 第１７条で社中以外の新規株主の参入は原則的に受け入れないことが規定された。理由
は「資本金ノ限額アレバ」としていて、１万５０００円の資本金を、増資することなく最
初の資本金額を維持した。多くの出資者から資金を集めるという方法をとらなかったので
ある。 
 第１９条では地所売買や諸費の使用にあたっての支配人の独断を戒め、最後の条文の第
２０条では略則改正の規定が掲げられ、改正・増補にあたっては社中の集議を必要とする
ことが定められた。 
 以上から、柳林農社は会計帳簿の作成や脱社規定などに見られるように、ヨーロッパの
近代会社法の原則を受けて設立され、蚕種・製茶生産を軸とする近代的な農場を志向して
いた会社組織であったことがわかる。しかし、一方では株主は限定されていて、渋沢一族
を中心とする同族企業であった。小資本の会社で支配人以外の役職は置かれなかった。 
（２）遅れた開業許可申請 
 上述してきたように柳林農社は明治７年１月に設立を見たが、栃木県から正式に開業を
許可されたのは翌８年５月であった。当時は原則として地方官（県令）が会社の設立認可
権をもっていたのである。 
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 明治８年４月３０日付けで、鍋島幹栃木県令宛に渋沢栄一ほか４人（渋沢喜作・福田彦
四郎・細野時敏・渋沢才三郎）の連名で「柳林農社創立願書」７）が提出された。文面には
「芳賀郡柳林村ニ於テ荒蕪地御払下相願、開墾之上桑園相仕立、追々養蚕業相進候様仕度、
志願ニ御座候」とあり、栃木県から柳林村の荒れ地を払い下げてもらい、開墾して養蚕業
を発展させるために農社を創立したいと願い出たことがわかる。この「願書」は、上記の
「申合略則」と、福田彦四郎を株主の公選で支配人に選んだとする「支配人御届」の２通
の書類が添えられて提出された。これらの創立手続き書類は、これまでの経過からいずれ
も渋沢栄一の手によって作成されたものと考えられ８）、渋沢栄一が柳林農社の設立に大き
く関与していた。 
 この「願書」に対して５月２８日付けで栃木県開産係より柳林村の福田彦四郎宛に「書
面柳林農社結立聞届候」という開業許可が下りた。この許可書は当時柳林村が所属してい
た栃木県第五大区一小区の谷田貝御用取扱所経由で郵送されてきて、彦四郎は６月１３日
に受領している９）。 
 ところですでに明治７年１月に実質的に開業していた柳林農社の正式な「設立許可」が
８年５月まで約１年半と大きくずれ込んでしまった理由であるが、これは前記したように
申請そのものが８年４月という遅い時期であったことに他ならない。なぜ、渋沢栄一らは
申請に手間取ったのであろうか。 
 その理由は２つ考えられる。１つは地元柳林村の人々の農社設立反対の気運であり、も
う１つはこれまで何度かふれた古河市兵衛の脱社問題である。 
（３）柳林村と柳林農社 
 柳林村の住民の農社に対する態度を見る前に、柳林村自体についてふれておく。 
 栃木県芳賀郡柳林村は下野国第１の大きな川である鬼怒川の東岸に位置し（図１）、古く
から鬼怒川とともに歩んできた村であった。寛政３年（１７９１）３月の「下野国芳賀郡
柳林村差出帳」１０）によれば、村高は１８１石２斗１升７合、田４町１反４畝歩、畑１２町
８反６畝３歩の村であった。また、この時、同村の家数は３７軒、人口は２０２人であっ
た。 
 近世の柳林村の１つの特色は、鬼怒川有数の河岸が存在したことである。柳林河岸（「柳
河岸」とも呼ばれた）は、寛永５年（１６２８）に開設され、鬼怒川上流の古くからの河
岸である「五河岸」（阿久津・板戸・道場宿・柳林・大島）の１つであった。河岸から積み
出された品物には年貢米・味噌・炭などがあり、江戸まで夏は１１～１５日、冬は１５～
２０日かけて輸送したという。現在も村内の稲荷神社には、船の航海安全と河岸の繁栄を
祈願する「船玉神社」が合祀されている１１）。前記の寛政３年「村差出帳」には、同村には
河岸問屋が１軒、川舟が２７艘あったことが記されている。 
 もう１つの特色は鬼怒川沿岸の村々に共通したことであるが、いつも洪水の被害に遭っ
てきた村であったということである。寛政３年の「村差出帳」には「当村鬼怒川川端ニテ
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前々川欠御座候テ百姓困窮仕候」という記事が見え、「天明元年（１７８１）・同５年・同
７年・寛政２年と近年でも４回にわたって洪水が起こり、いずれも以前に堤防工事を実施
した箇所が流された」と記述されている。柳林農社が設立される４年前の明治３年（１８
７０）には、７月と９月の２回にわたって洪水があり、田畑に土砂が流れ込んだ。このた
め、翌４年４月に柳林村の村役人から当時同村を管轄していた栃木県の前身にあたる日光
県の出張所にあてて、被害にあった田畑２町１畝２４歩の「年貢免除願」が提出されてい
る１２）。柳林農社はこの洪水被害に遭った荒れ地に桑園を展開しようとしたと考えられる。 
 また、明治４年の柳林村「戸数人員取調書上帳下書」１３）には、「戸数３２軒、人員２１
６人」との記録があり、前記の寛政３年の記録に比べると人口は若干増加していているも
のの戸数は減少している。この戸数減少の背景には洪水の被害があったと推定される。 
 なお、柳林村は幕末には一橋家領地となり、明治２２年（１８８９）の町村合併で南中
村（同２６年に中村と改称）となり、中村は戦後の昭和２９年（１９５４）３月に、真岡
町・山前村・大内村との４か町村合併
で真岡町となった。さらに同年１０月
１日には市制が施行され真岡市となっ
て現在に至っている１４）。 
 柳林農社はこの柳林村に桑園と茶園
の農場を開こうとして進出することに
なるが、現地の人々はこれに対してど
う反応したであろうか。 
 柳林村東部の微高地には原野が広が
っていた。農場の一部となる「字北原
野」は近世から柳林村を含む周辺５か
村（柳林村・長田村・伊勢崎村・西高
間木村・下高間木村）の入会秣場であ
った。同地をめぐっては、明治３年１
２月に入会５か村から日光県出張所に
あてて「起発御願書」が出ていて、「北原野２００町歩余を田畑と山林仕立に開発したい」
との地元の意向が表明されていた１５）。 
 ところが、翌明治４年には、日光県の方針で鬼怒・思の両川沿岸１６か村の荒れ地を開
発して上州（群馬県）の島村を中心とする蚕種業者に委託し、これらの地に養蚕・蚕種業
を展開させることになった。図１は開発予定１６か村の地図である。この地図からもわか
るように柳林村も開発予定地の１つにあげられていた１６）。実際に明治４年１２月には柳林
村の村方三役（名主仙波雄三郎・組頭仙波幸太郎・百姓代上野伴七）と上州佐位郡島村の
田島武平ほか１０名との間で「為取替申一札之事」との契約書が交換され、柳林村側も「御
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役所様の申し渡しの通り、上州の蚕種業者の開発・移住に同意」している１７）。この結果、
前記の五か村の「起発御願書」は却下されたものと思われる。なお、この上州側の署名人
中に福田彦四郎の父親である福田立忠がいた。 
 彦四郎を通して柳林村の開発のことを知った渋沢栄一らは明治７年にこの地に柳林農社
を起こすことになったと思われる。しかし、自分たちで開発を企画していただけに地元の
人たちはこの外部からの進出に複雑な思いを抱いたに違いない。 
 この辺の事情を知らせる史料に渋沢栄一の「白石慶老台宛書簡」１８）がある。渋沢はこの
書簡の中で、①白石から柳林農社の設立出願に際し地元の有力者と組合を結成するように
との働きかけがあったが、現地の福田彦四郎の見込みでは組織が複雑となるので無理であ
ること、②農社が貸し下げてもらおうとしている土地は一部なので、もし地元の人たちが
独自の開発を望むならば、その余地は十分あるだろう、③もし、農社に５０町歩から７０
町歩の土地の貸し下げを県が許可してくれたなら、この地で大規模な西洋農法を展開した
い、などと農社側の見解を述べている。この書簡の作成時は「１２月１３日」というだけ
で年次は不明であるが、内容から推定して明治７年であろう。さらに白石慶なる人物も不
明であるが、文面と「老台」という尊称から考えて白石は栃木県庁の有力者であったと思
われる。いずれにしても、以前から地域の開発を考えていた地元の人たちは、農社設立の
直前に渋沢らと共同したいという意向を示したが、農社側がこれを受け入れなかったこと
がわかる。 
 こうしたこともあり、外部から来て大きな農場を展開しようとした柳林農社は、柳林村
など地元の人々に余り歓迎される存在ではなかったものと想像される。前記の「創立願書」
には、地元人々の承諾を意味する第五大区一ノ小区戸長久保三八郎ら３名の奥書が記載さ
れていた。農社側はこの奥書を得るのに時間を費やしたことも考えられ、このことが許可
申請の遅延につながったことが予想される。 
（４）古河市兵衛の脱社問題 
 福田彦四郎と並んで最高株主（４株、４０００円）であった古河市兵衛が開業許可前の
明治８年１月に柳林農社を脱退した。この事件も開業許可申請遅延の大きな理由となった
ものと思われる。 
 古河市兵衛が勤務していた政商小野組は明治新政府の為替方に対する方針転換により、
明治７年（１８７４）１１月に閉店に追い込まれた。小野組の資産は大蔵省に提供された。
市兵衛は同店を退くことになるが、彼の店への預け金１万５０００円余も政府に没収され
てしまった１９）。裸一貫に追い込まれた市兵衛は出資を継続できなくなったため、発足した
ばかりの柳林農社を脱退しなければならなくなった。 
 市兵衛は農社設立初年の明治７年に４月、６月の２回にわたって他の株主とともに出資
を行っていた。彼が払い込んだ金額は合計で６８０円であった。脱退に際しては、「申合略
則」に基づいて出金分の割戻し（返金）が行われた。具体的には、出金高６８０円の３割
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にあたる２０４円を明治８年１月までに農社が消費した金額割合としてまず減額して４７
６円とし、さらに「略則」の脱社負担条項（第１１条）によりこの３割（１４２円８０銭）
が減額され、残金３３３円２０銭が割戻金とされた。この割戻金は市兵衛個人ではなく、
明治８年３月１９日に渋沢栄一の執事であった小久保良八を通して債権者であった大蔵省
検査寮監査局に直接納入された２０）。 
 また、脱社の経過について同年４月に鍋島栃木県知事宛にも報告された。この直後に柳
林農社の開業許可申請が県に提出され、前記したように許可は５月２８日に下りている。
古河市兵衛の脱社問題が開業許可申請を遅らせたことは間違いないだろう。 
 なお、古河市兵衛の出資予定の４株分は、残りの株主のうち、渋沢栄一・同 喜作・同
才三郎・福田彦四郎の４人が１株ずつ引き受けている２１）。市兵衛の脱社により、農社の株
主は渋沢一族の５人のみとなった。 
 
２ 柳林農社に参加した人々 
 ここでは、柳林農社の設立に関わった福田彦四郎・渋沢栄一・渋沢喜作・細野時敏・渋
沢才三郎・古河市兵衛の６人について、それぞれの経歴の概容を主として柳林農社との関
わりの面から述べたい。 
（１）福田彦四郎（１８４４～１９１１） 
 まず、現地柳林村に居住しながら支配人として柳林農社経営に直接に関与し、活躍した
福田彦四郎を取り上げる。 
 福田彦四郎は天保１５年（１８４４）に上野国佐位郡前河原村に、父立忠、母こまの長
男として生まれた。福田家は前河原村でも大きな旧家の１つであった。幼名は滋助（治助）
あるいは滋之進（繁之進）ともいった。母こまは、武蔵国血洗島村（現在、埼玉県深谷市）
の渋沢一族の１人である渋沢宗助の妹であったので、彦四郎は早くから渋沢栄一・渋沢喜
作・尾高新五郎（惇忠）ら渋沢一族の同年代の人たちと交流を重ねていた。 
 多感な青年期が幕末の激動の時代にあたった彦四郎は、渋沢栄一らとともに尊王攘夷運
動に入っていった。栄一らが企図した文久３年（１８６３）１１月の高崎城乗っ取り・横
浜焼討ちの攘夷計画にも彦四郎は同志の１人として参加していたものと思われる。結果的
にはこの計画は尾高新五郎の弟長七郎の説得によって中止となったが、翌元治元年（１８
６４）２月に起こった尾高長七郎の一件２２）に連座して彦四郎は江戸伝馬町の牢獄につなが
れてしまった。福田家文書中には、慶応２年（１８６６）８月に両親にあてて牢舎から出
した福田滋助（彦四郎）の書簡が見られる。彦四郎が出獄したのは明治維新前年の慶応３
年（１８６７）頃であったと思われる。出獄後、渋沢一族の「東の家」渋沢喜作の妹のぶ
と結婚し、翌年の２月に長男順太郎が誕生した２３）。 
 明治初期には父立忠とともに家業である農業に従事し、輸出で発展した養蚕（蚕種業）
についての知識や技術については立忠や親交のあった隣村島村の田島武平・同弥平らから
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伝授されたものと思われる。明治３年（１８７０）５月には、当時熊谷県に出仕していた
尾高惇忠を通して久保田（秋田）藩士族田口駒之助の養蚕伝習を依頼されている。明治４
年８月には、隣村島村の田島弥平とともに大蔵省勧業寮にあてて「養蚕世話役」という立
場で「蚕卵紙三分の一減却案反対」の建言書を提出した。これは同年の蚕種価格下落の対
策として横浜商人たちが蚕種を３割減却して高値を呼び込もうとしたのに対して両人が反
対意見を述べたものである２４）。 
 同５年７月に群馬県の大区小区制が実施されたが、このとき福田彦四郎は第十六大区十
六小区（那波郡上蓮沼村・下蓮沼村・飯島村・国領村・前河原村の５か村）の首長であっ
た副戸長に任命された。また、大蔵省租税寮から明治６年１月付けで「深谷宿蚕紙売捌所
手代」に任命された。蚕紙売捌所とは蚕種業統制のため政府が設けた蚕種用和紙の販売所
をさし、彦四郎は深谷の売捌所に手代として勤めたのである。これらの公職も明治６年１
０月までにすべて辞任した２５）。翌７年１月には柳林農社が設立されるのでその準備にあた
るためであったと考えられる。明治６年１２月頃までには単身で現地の栃木県柳林村に移
住したものと思われる。この時、彦四郎は２９歳であった。 
 福田彦四郎が柳林農社の支配人として移住する決意をする１つのきっかけには、郷里の
前河原村の事情があったと思われる。 
 群馬県那波郡前河原村は利根川の中州にあった村で、江戸時代から度々の洪水に苦しん
できた村であった。田畑や家屋は水流に押し流されて村の地形は変転していった。同村に
は明治期まで、洪水後新しい土地区割を行う「割地制度」が残っていたという２６）。田畑が
水流で削り取られることを「川欠」と称したが、明治５年の史料２７）によれば、前河原村の
面積２８町７畝２５歩のうち、約４割が川欠地で流失していて、残ったのは１７町５反２
畝２歩であった。この時の戸数は３３戸であった。前河原村は明治１５年（１８８２）に
は村財政維持困難という理由で、隣村の佐位郡島村に合併された。彦四郎が新天地に移住
する決意を行った背景にはこのような前河原村から脱け出たいという希望があったものと
思われる。しかし、一方では新天地として鬼怒川の洪水に苦しめられていた柳林村を選択
したのは、彼の心中に同じ条件の村で洪水を克服したいという強い意志があったのかもし
れない。 
 明治８年１月には弟直三郎が隣村国領村（現在、伊勢崎市国領町）へ分家に出た。この
時の財産分与は本家（彦四郎）が７割、新分家（直三郎）が３割とされ、近隣７か村に散
在していた同家所有畑２町２反３畝２５歩がこの割合で分割された。しかし、明治９年３
月には彦四郎名義の前河原村の本家居宅が、同１５年４月には彦四郎所有地全部が「兄弟
ノ因ヲ以テ」兄彦四郎から弟直三郎に譲渡された２８）。彦四郎が柳林村に永住を決意したた
めであると考えられる。なお、彦四郎は「寄留」という形で柳林村に居住していて、一家
転住で正式に同村に本籍を移したのは柳林農社が解社した直後の明治２１年１月のことで
あった。 
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 彦四郎の父福田立忠は田島武平ら島村の蚕種業者とともに結社を結成して、彦四郎より
一足早く、明治６年９月から柳林村と同じ鬼怒川沿岸の栃木県都賀郡延島新田村で蚕種業
を展開するために開墾事業に乗り出していた。延島新田村も前記した日光県による鬼怒
川・思川沿岸１６か村の開発予定地の１つの村であった（図１参照）。明治９年３月には準
備のため同地にやってきた田島武平がすでに開業していた柳林村の彦四郎宅を訪問して桑
園などを視察している２９）。一方、父立忠は延島新田に４町３反余の開墾地を自己分として
取得するとともに、田島武平家蚕室の現地管理人として養蚕・蚕種業の経営にあたった。
そして、明治１０年には群馬県国領村の次男直三郎家に戻ってきている３０）。彦四郎にとっ
ては新天地を父立忠とともに延島新田に託す道もあったが、あえて別の地である柳林村を
選んだのは渋沢栄一らの結社の意向が強かったことと、父親からの独立を希望する子とし
ての心情があったのかもしれない。前項で立忠や田島武平ら島村蚕種業者が明治４年に柳
林村との間に取り替わした「払下地開発契約書」について述べたが、この時の福田立忠の
肩書きは「上州那波郡前河原村養蚕世話役兼百姓代彦四郎父」となっていた。この時点で
すでに福田家の当主は彦四郎に代わっていたことを示している。また、この柳林村の払下
げ地についての情報を父立忠から得て、彦四郎は渋沢一族とともに開発に乗りだしたもの
と見られる。 
 なお、田島武平の妻は福田立忠の娘であったので、彦四郎と武平は義兄弟の関係にあっ
た。延島新田村にいた父立忠および島村の有力蚕種業者であった義弟田島武平と連絡を保
ちながら、彦四郎は柳林村の蚕種業経営を展開していった。柳林村は福田立忠や田島武平
が活動した延島新田にも地理的に近く、鬼怒川水運を通して容易に往来も可能であった。
このように、彦四郎が柳林農社で展開した蚕種業は延島新田と同様、先進的だった島村蚕
種業と結びついていた。つまり、柳林農社の蚕種業の技術的な基礎は島村蚕種業にあった
とみてよい。 
（２）渋沢栄一（１８４０～１９３１）と渋沢喜作（１８３８～１９１２） 
 渋沢栄一と喜作は共に東京に在住して柳林農社を支える大黒柱的存在であった。２人と
も武蔵国榛沢郡血洗島村（現在、深谷市）に生まれた。２人は従兄弟の関係にあり、支配
人となった福田彦四郎より栄一は４つ、喜作は６つ、それぞれ年上であった。 
 両人は若いときから尊王攘夷運動で行動をともにし、前記した文久３年の攘夷決行計画
挫折後も一緒に一橋家家臣となった。慶応２年（１８６６）に主君の一橋慶喜が第１５代
将軍となり、それまで倒幕をめざしていた栄一と喜作は複雑な気持ちを抱きながらそのま
ま幕臣となる。翌慶応３年１月、栄一は慶喜の弟徳川昭武に随行してパリ万国博覧会に派
遣された。この旅行のなかで栄一はフランスをはじめとするヨーロッパ各国を歴遊して先
進文化や思想に接するとともに、彼が「合本組織」と呼ぶ株式会社組織の方法を学んだ３１）
。柳林農社の設立はこの時に学んできた「合本組織」の知識の１つの実践でもあったとい
える。渋沢栄一は幕府倒壊により明治元年（１８６８）１１月に帰国した。徳川慶喜が転
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封となった駿府に栄一も身を寄せたが、翌年１１月大蔵省に仕官することになった。任官
中は財政制度の改革や国立銀行条例の公布などで活躍したが、明治６年５月に政府の財政
方針に反対して大蔵省を辞職した。この後、国立第一銀行の総監役（頭取）となり、実業
界で活躍することになる。 
 一方、渋沢喜作は幕府倒壊後の上野彰義隊戦争の際には尾高惇忠や弟長七郎らと１軍を
組織して官軍に抵抗し、敗戦後はさらに榎本武揚軍に投じて北海道の五稜郭の戦いに参加
した。榎本軍は敗れて降伏、喜作は官軍に捕らえられ投獄された。明治５年に罪が許され
て出獄し、栄一の推挙によって大蔵省に出仕した。この間、蚕業視察としてヨーロッパに
派遣されている。翌年、栄一が辞職したのに伴い、喜作も同省を辞職した３２）。柳林農社が
設立された明治７年頃に渋沢喜作商店を開き、東京深川で廻米問屋を、横浜で生糸売込問
屋を、それぞれ営んだ３３）。 
 明治７年１月の柳林農社設立にあたって渋沢栄一は「合本組織」に基づいた同社の社則
「柳林農社申合略則」を起草するなど開業許可に尽力し、翌８年の古河市兵衛脱社事件で
はかっての勤務先であった大蔵省と折衝して無事にこれを乗り切った。また、後に柳林農
社は貸金業を兼営することとなり、国立第一銀行から多額の出資を仰いだ。この際にも同
行の頭取だった渋沢栄一の尽力があったと思われる。 
 渋沢栄一が柳林農社の設立に尽力したのは、前記の「略則」前文にあったように①国益
のために輸出産業であった養蚕・製茶業を興すこと、また、白石宛書簡にあったように②
西洋農法を導入した大農場を建設すること、の２点のためであったと思われる。 
 渋沢栄一は多くの会社に出資し、設立に関与したことで知られているが、柳林農社のよ
うな農牧・林業関係の会社については余り注目されていない。柳林農社以外の栄一が関与
したこの種の会社を列挙すると、①聯成社（親戚知人とともに明治７年設立、製茶業。の
ちに松苗を植林して岡部山林会社と改称）、②耕牧社（明治１３年設立、箱根仙石原に牧場
を開き、牛乳・バターを製造。管理人は一族の須永伝蔵）、③三本木渋沢農場（明治２１年
旧所有者第一銀行より買い受け自家農場として開業）、④十勝開墾合資会社（明治３０年設
立。北海道十勝原野に小作人を雇用する大農場を開業。資本金１００万円）、などである３４）
。柳林農社と同様に栄一が関与したこれらの会社は、彼の一族や知人と立ち上げ、彼らに
経営を委任する方法をとっていたことがわかる。渋沢栄一が関与した初期の会社の特色と
もいえ、ヨーロッパの近代的な「合本組織」によりつつ、一方では同族経営という日本的
な経営手法も採用していた。 
 渋沢喜作は福田彦四郎の義兄でもあったので、栄一以上に彦四郎と親交が厚かったと考
えられる。渋沢栄一が初期の柳林農社経営に大きく寄与したのに対して、喜作は後期の営
業に大きな影響力を与えた。農社は明治１１年から貸金業を兼営することになるが、この
時から商品相場情報の獲得が大きな課題となった。この情報を提供したのが米問屋や生糸
問屋を営んでいた喜作であった。また、経営不振に陥った柳林農社の解社を建言したのも
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同人であったと思われる。 
（３）細野時敏（１８２２～１８８６）・渋沢才三郎（１８４７～１９１７） 
・古河市兵衛（１８３２～１９０３） 
 この３人はいずれも柳林農社の経営に大きな影響を与えることもなく、単なる一株主に
すぎなかった。 
 細野時敏は文政５年（１８２２）に上野国佐位郡伊勢崎町（現在、伊勢崎市）の名主を
務める家柄の旧家に生まれた。世襲名を伝左衛門といい、渋沢喜作の長姉わかを妻に娶っ
ているので彦四郎の義兄でもあった。明治４３年の「上野国伊勢崎郷土誌」には時敏につ
いて「天資慷慨、曽て時事を憤りて奇禍に罹り数月獄に繋がる」とあり、渋沢栄一、福田
彦四郎らと尊王攘夷運動に奔走し、この運動を通して互いに顔見知りとなったものと思わ
れる。明治維新後、伊勢崎藩の藩士に取り入れられ、次いで群馬県出仕、さらには大蔵省
や内務省にも出仕している。これらの経歴の背景には喜作や栄一などの推挙があったもの
と思われる。時敏は明治８年に辞職して郷里に帰っている３５）。 
 明治７年（１８７４）設立の柳林農社の株主となったのは義弟渋沢喜作に勧誘された結
果であると考えられる。「略則」中の株主住所欄の細野時敏の項には喜作と同じ「東京湯島
中坂下」と記載されていて、一時期、彼は喜作邸に同居していたことが想定される。なお、
時敏は６人の株主の中で最年長であった。 
 明治１１年には郡区町村編制法が出された直後の初代伊勢崎町戸長となった。さらに同
１６年には群馬県会議員に選ばれている。次男の細野次郎も県会議員や衆議院議員を務め
た政治家であった。 
 渋沢才三郎（後に市郎と改称）は弘化４年（１８４７）に上野国新田郡成塚村（現在、
太田市成塚）の須永家で生まれた。明治４年、渋沢栄一の父市郎右衛門が死去した後、栄
一の妹ていと結婚して血洗島の渋沢家（中の家）に婿入りした。栄一が大蔵省の役人とし
て東京に在住していて相続できなかったため、義兄栄一に代わって才三郎がその生家を相
続するためであった。もっとも成塚村の才三郎の母きいは栄一の父市郎右衛門の妹でもあ
ったから、才三郎と栄一は従兄弟の関係にあった。幼少の頃から２人は親しかったといえ
る。渋沢家を相続した後、才三郎は市郎右衛門の名前を継ぐ形で「市郎」と改名している。
才三郎が柳林農社の株主となったのは渋沢栄一を通してであったことは間違いない。栄一
が農社の将来が有望であることを説いて、株主に勧誘したものと思われる。 
 渋沢市郎は明治２３年（１８８０）に血洗島村など近隣８か村が合併してできた八基村
の初代村長に就任し、３８年には埼玉県会議員に当選して地域の発展に尽くした３６）。 
 設立時の６人の株主の中で唯一渋沢一族と親戚関係になかったのが古河市兵衛であった。
彼は天保３年（１８３２）に京都の岡崎の醸造業者木村家に生まれた。初めは巳之助とい
ったが、２７歳の時、近江国の古河家の養子となり市兵衛と改名した。養父の縁で京都の
井筒屋小野店に勤務することになり、生糸取引などで大きな利益をあげた。明治維新後、
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小野店は政府の為替方を務めるなどして政商小野組となって発展するが、市兵衛は小野組
糸店を主宰し、器械製糸の築地製糸場の設立（明治４年）、横浜の蚕種買い占め（明治５年）
などで活躍した。しかし、明治７年に小野組が破産してしまったため、独立して鉱山業に
乗り出した。貧鉱であった足尾銅山を買収して一大銅山に仕上げたことは有名である。反
面、鉱毒問題で世論から厳しく批判されたことでも知られている３７）。 
 古河市兵衛は渋沢栄一とは小野組在職中から懇意であった。栄一が大蔵省の役人時代で
あった。小野組は明治６年の国立第一銀行設立にあたっては三井組と並んで同行の大株主
となった。第一銀行の頭取は渋沢栄一であった。市兵衛と栄一はいよいよその親交を増し
ていったものと思われる。明治７年に小野組が破産した時に、第一銀行は小野組に対して
１３８万円という巨額の融資を行っていた。この時、市兵衛が特に努力して小野組が所有
していた品物を抵当物件として第一銀行に提供して、同行の倒産危機を防いでくれたとい
う３８）。 
 このような関係にあった渋沢栄一に勧められて古河市兵衛は柳林農社の株主となったこ
とは間違いない。市兵衛は福田彦四郎と並ぶ出資金４０００円（４株）の大株主であった。
農社設立と同じ明治７年の１１月に小野組が閉店に追い込まれたため、市兵衛は同社を脱
退せざるをえなくなってしまったが、市兵衛の第一銀行に対する誠実な態度を見ていただ
けに栄一は市兵衛に立腹したりすることなくこれを受容したものと思われる。前述したよ
うに、渋沢栄一は脱社手続きについて大蔵省との折衝を行い、この問題を解決して農社の
存続につなげた。渋沢栄一と古河市兵衛との親交はその後も続いた。栄一は市兵衛に対し
て、足尾銅山をはじめ数々の鉱山買収資金の融資を行っている。 
 
３ 前期（明治７～１３年）における柳林農社の経営 
 柳林農社の「申合略則」規定により、支配人福田彦四郎は予算書にあたる「諸費概算見
積書」や決算書にあたる「勘定帳」などの会計諸帳簿を記録し、株主に報告していた。「勘
定帳」には、現在の貸借対照表にあたる「総勘定帳」も含まれていた。一方、明治１３年
（１８８０）１０月の「申合略則追加」により農社は正式に貸金業を兼営するようになり
性格を大きく変える。そこで、柳林農社の経営期間を明治７年から１３年までを前期、１
４年から２０年までを後期として、それぞれの経営状況について前記の会計帳簿を中心に
分析してみることにする。 
（１）払下げ地の開墾と事業開始 
 まず、経営の基盤となる農場地の払い下げと開墾について述べたい。 
 柳林農社の農場となった土地の開墾については史料からは具体的には判明しないが、そ
の多くが栃木県の手によって明治５年から６年にかけて行われたと見てよい。渋沢栄一ら
は開墾済みの土地を農社の農場地として安価な値段で栃木県から払い下げてもらった。 
 栃木県による開墾の際には延島新田の時と同じように、懲役囚人による労働が行われた
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ようである３９）。このことは、福田彦四郎から渋沢栄一宛に出された明治８年４月６日付け
書簡４０）の文中に「１昨年（明治６年）暮れに購入した桑苗８万５０００本を、昨年春に植
え付けたが、仮植期間が長期にわたったためと、懲役人が乱雑な方法で開墾した土地だっ
たので、桑苗が３割も枯れてしまった」とあることから推定できる。 
 
 表１ 明治７年 開発関係費用見積書 
    費   目 金 額（円）       備     考 
 ①開墾地払下地価上納金 
 ②開墾地中州払下地価上納金 
 ③開墾地畑地代金 
 ④野銭林地代金 
 ⑤野銭林立木代金 
 ⑥村方助成金 
 ⑦村方役人への樽代 
 ⑧桑苗代 
 ⑨地均し人足代 
 ⑩桑苗植栽代 
 ⑪桑園耕耘代 
331．41 3 
131．56 
104．5864 
235．46 
42．50 
100．00 
12．00 
490．00 
67．50 
67．50 
202．50 
5町9畝26歩、反当たり6円50銭。字西河原 
2町3反9畝6歩 、反当たり 5円50銭。同上 
1町3反22歩、反当たり 8 円。自費開墾。同上 
3町3反5畝2歩、反当たり 林地 8円、芝地 ３円。字北原野 
 
村請地譲受につき 
 
約7万本 
約9町歩、1反5人で450人。1人15銭 
同   上 
1反3人ずつ。１人１５銭 
    合  計 1785．0194   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（「福田家文書 239「明治七年第一月二十五日 柳村農社費用見積書」より作成） 
 
 表１は明治７年１月に福田彦四郎によって作成された同年の「開発関係費用見積書」で
ある。あくまでも予算であり実施された結果を示した史料ではないが、柳林農社の開墾や
初期投資がどのように行われたかを見ることができる。 
 農社が開発した農場地は次の４つの土地からなっていた。 
  ①字西河原の反当り上納金６円５０銭の土地   ５町  ９畝２６歩 
  ②同字の反当り上納金５円５０銭の土地     ２町３反９畝 ６歩 
  ③同字の反当り地代金８円の畑         １町３反  ２２歩 
  ④字北原野の野銭林              ３町３反５畝 ２歩 
 合計面積は１２町１反４畝２６歩で、この合計費用は８０６円１３銭９厘と見積もられ
た。①②③が位置した「字西河原」は鬼怒川に近接した低地にあり、②は史料に「中洲」
とあることから川の中洲の土地で最も条件の悪かった土地であろう。①②は前記の栃木県
が開墾した土地で、同県へ上納金を支払って払い下げられた土地であった。③は「自費開
墾地」とあることから農社が開墾した土地で、「地代金」とは土地購入費用と考えられる。
④の字北原野の「野銭林」は、前述した柳林村周辺５か村の入会地（共同採草地）であっ
た山林である。北原野は西河原より一段高い段丘地に位置していた。この野銭林の購入に
あたっては入会村々に対しても配慮がなされ、「村方助成金」と礼金を意味する「樽代」の
合計１１２円が支払われている。 
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 ①②③の開墾地合計面積８町７反９畝２４歩の土地は後に桑園となり、④の野銭林は蚕
室など建物の敷地、茶園として開発された。桑園には、明治７年春、多くの雇用労働を用
いて地均しを行った後に桑苗が植えられた。「見積書」では７万本となっているが、実際に
は８万５０００本が植栽されたことは上に見たとおりである。いずれにせよ、柳林農社の
事業は明治７年春から開始された。農場地１２町１反４畝余歩は、延島新田の彦四郎の父
福田立忠ら、３人の農場の合計面積１２町３反４畝余歩にほぼ匹敵する広大なものであっ
た。 
（２）蚕室の建築 
 柳林農社の主たる事業は養蚕・蚕種業であった。その中心的な施設である蚕室建築は明
治８年（１８７５）１０月に開始された。落成した期日ははっきりはしないが、計画では
「翌年の春」となっていたので春蚕が始まる９年５月までには完成したものと思われる。 
 蚕室建築にあたっては株主から臨時資金が集められた。この時に「概算見積書」が株主
に提出された。これには、建坪２５７坪、間口３３間・奥行５間の総２階、中央に４間・
５間の曲屋付き、屋根は杉皮葺き、とあり、材木・人足など総建築費は２８００円とあっ
た。この資金を支出するために１株につき１８６円の臨時集金が行われることになった４１）
。 
 なお、当初の計画（「明治七年一月 柳林農社費用見積書」福田家文書２３９）では１１
年までに、合計で５棟の蚕室を建てる予定であった。しかし、実際には間口（幅）３３間・
奥行５間の巨大な蚕室１棟のみの建築となった４２）。 
表２は農社の経営基盤が確立した明治１３年段階の同社の土地と建物をまとめたもので
ある。建物では明治９年建築の蚕室のほか、瓦葺きの住居と土蔵、製茶場の長屋、木小屋、
厩付き納屋の合計６棟があった。農社の発展とともに建物も充実させていったといえる。
その配置図は図２の通りである。 
土地も明治７年の設立当時の１２町１反４畝余歩から１７町３反３畝余歩へと５町歩以
上の増加を見ている。また、１町１反余歩の宅地も広大なものであった。 
蚕室が未完成であった明治８年に彦四郎は近隣農民に養蚕を委託して実施しようとした。
これは桑園や蚕の原種、肥料、諸道具などを農民に貸与し、彦四郎が指導して養蚕を行わ
せ、農民には収穫繭の取れ高に応じて手数料を支払う、という形で、いわば「養蚕小作」
ともいえる方法であった。 
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表２ 栁林農社の土地と建物（明治１３年現在） 
○土地 
  地   目    面    積   時価見積り 
 桑  園 
 茶  園 
  畑 
 平  林 
宅地（墓地含む） 
   ９町０反１畝０６歩 
   ５．８．１．１０ 
     ２．７．２８ 
   １．１．２．１９ 
   １．１．０．２１ 
    ３６００円 
    １８００ 
      ６０ 
     ２００ 
     ２００ 
   合  計  １７．３．３．２４     ５８６０ 
○建物 
   種  目   構造ほか   時価見積り 
 桑  室 
 
 住  居 
 
 長  屋（製茶場） 
 
 土  蔵 
 
 木小屋 
 
 厩付き納屋 
杉皮葺。５間×３３間。 
建具・畳一式 
瓦葺。４間×７間。 
建具・畳一式 
板葺。４間×１２間。 
土間 
瓦葺。２.   ・ ５間×９間。 
２階付。戸前３ヶ所 
草葺。４間×１０間。 
掘立柱 
板葺。４間×５間。 
土間 
    ４０００円 
 
      ２００ 
 
      １００ 
 
      ５００ 
 
       ２０ 
 
       ５０ 
 全６棟合計      ４８７０ 
 （福田家文書 265「明治十三年十月調栁林農社所有物時価見積書」より作成） 
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図２ 建物図（福田家文書 253「柳林農社所有抵当添書」による） 
 
     表３ 近隣農家への養蚕委託予算案（原種１枚分） 
○農社持ち費用 
  費  目   金  額      備       考 
 桑畑培養費 
 
 肥 料 代 
 原 種 １ 枚 
 地租・その他税 
 諸器械損料 
     ４円５０銭 
 
     ３．００ 
     １．００ 
     １．００ 
     ２．００ 
 ２反歩。１年間５回、１反３人、合計３０人 
 １人１５銭 
 ２反歩 
 
 １反５０銭 
  合   計     １１．５０  
○委託農民持ち費用 
 労賃（手間代） 
 
 家      賃 
     ９．００ 
 
     ０．５０ 
 養蚕１枚受持。１日1.5人、４０日間６０人分 
 １人１日１５銭 
 ４０日分 
  合   計      ９．５０  
○収入（収穫繭１石）割合 
 繭 
 〃 
 桑 木 薪 
 蚕   糞 
   １７．５０ 
    ７．５０ 
    １．２０ 
    ３．２０ 
 農社取前分７割（７斗） 
 小前取前分３割（３斗） 
 同上。１２０束 
 同上。４斗入２俵 
  合   計    ２９．４０  小前取分合計１１円９０銭 
                   （福田家文書 238―5「小前養蚕部分略法原種壱枚分」より作成） 
 
 表３はその予算内容を表したものである。原種１枚の養蚕に２反歩の桑園が必要で、そ
の桑園培養（桑生産）には年間延べ３０人の手間がかかった。また、養蚕飼育期間は４０
日間で、１日１人半、つまり６０人分の労働が必要であった。繭は１石の収穫が予定され、
これを農社７割、委託農民３割で分配する計画であった。委託農民が取得することになっ
ていた「桑木薪」は燃料、「蚕糞」は肥料として使用された。収入から費用を差し引くと農
社は６円、農民は２円５０銭の利益をそれぞれ得ることになっていた。 
 この計画が実施されたかどうかは不明であるが、これから当時の養蚕の実態をうかがう
ことができる。 
（３）収支状況 
 柳林農社の「第１回総勘定表・損益勘定表」から明治７年から１３年までの収支状況を
まとめたものが次ページの表４である。農社の総勘定表は、資産状態を示す貸借対照表の
形をとっていて、表の「株金関係」は原史料では「借方」、支出は「貸方」という項目でそ
れぞれ記載されている。そして、借方と貸方の合計数値は１万８４１０円８８銭４厘で一
 共愛学園前橋国際大学論集 No.6 18 
致している。また、収入にあたる収穫金の合計は１万１８５２円８銭４厘であったので、
結論から先に述べると、この期間は差引で６５５８円８０銭の赤字で、決して前期の柳林
農社の経営は順調であるとはいえなかったことがわかる。 
  
 
表４ 柳林農社の収支状況（明治７～１３年） 
○ 株金関係 
○支 出 
○収入（収穫金） 
○配当 
 第 １ 回 配当 
    ２   〃 
    ３    〃 
    ４    〃 
    ５    〃 
       ２５００ 
       ７２０ 
      １６２０ 
１４１７.５０ 
      ５５３０.５０ 
１株につき       １６６.６６６円 
    〃           ４８ 
    〃          １０８ 
    〃           ９４.５ 
    〃          ３６８.７ 
   合   計 １１７８８.００                 ７８５.８６６ 
 
 
 
 
 
（福田家文書２６７－１「自明治七年至明治十三年柳林農社総勘定差引及損益勘定表」より作成） 
 
 
 費  目   金  額（円）       備      考  
  株   金 
 割戻し残金 
 繰 越 金 
 営業資本借入金 
１５０００ 
３４６.８０ 
  ６４.０８４ 
     ３０００ 
古河市兵衛脱社につき 
配当残金 
明治１３年１２月集金 
 
 
 
  合   計 １８４１０.８８４  
地 所 購 入 開 拓 費  
家屋建築費建具等 
諸器具費 
諸消費 
残 金 
     ２０７６.９９５ 
     ４４７８.９８５ 
１５４１.８６ 
１００９０.８４９ 
       ２２２.１９５ 
桑園 ・ ・茶園の開拓費 、桑苗 ・茶実代金など 
居宅 ・蚕室 ・土蔵 建築費、 建具・畳代など 
家具・農具・蚕具・製茶具 
租税・食料・肥料・営繕費・筆墨・諸傭人給料、郵便脚夫代など 
 
 
 
 
  合   計 １８４１０.８８４  
         ３１.３８７ 明治 ８ 年度 
     ９ 
    １０ 
    １１ 
    １２ 
    １３ 
     ２５０８.７５ 
       １８３.９９５ 
     １８９２.７８３ 
     １７０４.６６９ 
      ５５３０.５０   
 
   合   計 １１８５２.０８４  
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「株金関係」から見てみよう。株金は「申合略則」通りこの期間に総計で１万５０００
円が集まった。内訳は次のようである。 
     福田彦四郎  ５株   ５０００円 
     渋沢 栄一  ３株   ３０００円 
     渋沢 喜作  ４株   ４０００円 
     細野 時敏  １株   １０００円 
     渋沢才三郎  ２株   ２０００円 
 これらの株金は７年から１３年までの期間に全１４回に分けて支払われた。株金とは別
に、明治１３年１２月に正式に貸金業を始めるにあたって「営業資本金」が１株２００円
の割合で全株主から徴収された。３４６円８０銭の割戻し金は明治８年の古河市兵衛の脱
社に伴うもので、会社の益金として処理された。 
 「支出」では、地所購入費・開墾費約２０００円、家屋建築費・建具代金約４５００円、
諸器具費約１５００円など初期投資費用の占める割合が大きく、これが前記の赤字の大き
な原因であったといえる。租税や食料品、肥料、諸傭人給料など通常の経費ともいえる「諸
消費」は１万余円で、全体の５５パーセントであった。注目されるのは、当初の「申合略
則」に掲げられていた年給２００円の「支配人給料」が支出されていなかったことである。
支配人の福田彦四郎の個人的な収入は「配当金」のみであった。おそらく、予想されてい
たほどの収益が得られなかったためであろう。なお、柳林農社の場合「配当金」とは収入
からの分配金をさしている。 
 「収入」の項を見てみよう。年間の収穫の合計高を表している。史料不足で部門別の具
体的な収穫高は不明である。設立当初は収入がゼロであった。また、設立２年目の明治８
年度は蚕室も完成していなかったので収入は３１円３８銭余と少なかったのは当然であっ
たといえる。しかし、１０年度の収入１８３円９９銭５厘は少な過ぎで、この年度は赤字
であったといえる。１３年度は５５３０円余の収入があり前年比で約３倍と大きく増加し
ているが、なぜ一気に増加したのか、その理由については不明である。 
 「収入」は農社が当初予想したものより少なかった。例えば、明治１１年度の「見積書」
４３）では、原種を９０枚掃立て、糸繭２９７０円（１０８石）、蚕種７５６０円（７５６０
枚）、出殻繭７２０円（蚕種製造後の繭、８６貫４００匁）の合計１万１２５０円の収穫金
を予定していた。しかし、表４にあるように実際には明治１１年の収穫金は１８９２円余
で、当初の見積書とは大きく異なり、大幅な減収であったことがわかる。なお、この「見
積書」の項に記載はないが、明治１１年段階では製茶業も行っていたと思われる。 
株金に対応する「配当」は全５回にわたって行われ、総額は１万１７８８円であった。「申
合略則」の規定によって「収入」のほぼ全額が配当金として株主に配付された。１株１０
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００円当たり７８５円８６銭６厘であった。出資金に対して８割弱の配当であったといえ
る。支配人の彦四郎の配当
金合計額は５株３９２９円
３３銭であった。 
表５ 明治１０年諸費用概算見積り 
費 目  金額（円） 備           考 
収入    
 
      株金集金  1500 年２回（１月・７月）集金。１株につき 
    １００円、全１５株 
また、収入より配当金を
差し引いた残金６４円８銭
４厘は「株金関係」の繰越
金に組み入れられている。 
支出    
原紙・バリ紙  75 原紙２,５００枚 
石油・水油・蝋燭   30  
薪炭  30  
 いずれにしても、農社の
養蚕・蚕種・製茶の事業は
設立段階で予想したほど収
入をもたらすことができな
かったといえよう。 
肥物  150 桑園・茶園肥料 
あら糠  15  
破損修復雑費  50  
出張雑費  50  
飯米代  300 １５０俵（１俵４斗入） 
ここで農社のこれらの事
業がどのように行われてい
たかを表５で見てみよう。
原史料は「見積書」なので、
明治１１年の予算を示した
ものである。収入の１５０
０円全額を株金集金に求め
ていて、収穫物収入を予定していない理由は不明である。支出の項の「原紙」とは蚕卵を
産み付けさせる用紙のことで、「バリ紙」とはその際に出される蚕の糞尿を処理する紙のこ
とである。支出の最高額は「定傭（常時雇用）２０人分給料」４００円であった。この「定
傭」のほか、農社は養蚕期だけ雇用する「蚕傭」を１日３０人ずつ５０日間、年間でのべ
１５００人使用していた。これら雇用者の食糧費も飯米代３００円、味噌・醤油・菜類５
０円など多額にのぼる。柳林農社は大量の雇用労働を用いて大規模な養蚕を展開していた
ことがわかる。実際には支給されなかった支配人給料も予算には計上されていた。 
味噌・醤油・菜類  50  
支配人給料  200  
定傭  400 年給１人２０円、２０人分 
蚕傭  150 月給１人３円、１日３０人６０日間 
（支出合計）  1500  
（福田家文書２４４「明治十一年諸費概算見積書」より作成） 
（４）蚕種輸出不振と絹川組 
 農社の収入が伸びなかった大きな要因に同社の中心的な事業であった蚕種業が価格低落
で不振に陥ったことがあげられる。 
 柳林農社が設立された明治７年には、横浜における蚕種価格が前年の１枚２円６０銭か
らたった５５銭へと約５分の１に暴落してしまった。横浜の売込商たちは価格維持を図る
ため蚕種紙（蚕卵紙）４４万枚を買い上げ、横浜公園で焼却するという惨状も現れた。蚕
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種輸出国であったイタリア・フランス両国内で蚕病が克服され自国蚕種がもとめられるよ
うになり、日本への需要が激減したからであった。一方では、輸出激増に押されるように
生産を拡大したわが国蚕種業の粗製濫造傾向も価格暴落に拍車をかけた。以後、蚕種輸出
は不振となり、価格は低下していった。そして、明治１８年にはわが国の蚕種輸出は途絶
する４４）。蚕種業の将来性を期待して設立された柳林農社にこの流れは大きく影響し、事業
の主体を貸金業に移行させてゆく一因となったものと考えられる。 
 明治政府は蚕種業者に組合を組織させ、自主的に粗製濫造を規制させようとして、明治
８年（１８７５）２月に「蚕種製造組合条例」を出した。これにより、栃木県では同年６
月に都賀・芳賀・河内３郡２５か村５６人からなる「絹川組」が設立された。絹川組は鬼
怒川沿岸の主要蚕種製造家を組織したもので、柳林農社の福田彦四郎も個人名で参加した。
明治８年の絹川組の史料によると、福田彦四郎の桑園面積は８町８反歩、桑葉生産量は３
５００貫、原種掃立量は８枚と記録され、原種掃立量は組合員５６人中８位の多さであっ
た。なお、延島新田の父立忠も同じ組合員で、桑園面積１２町歩、桑葉生産量６７２０貫、
掃立量１４枚であった。しかし、両人ともこの組合にどの程度関わったのかについては不
明である。蚕種製造組合絹川組は蚕種業統制が廃止された明治１１年に解散されてしまっ
た４５）。 
（５）肥料販売と利子米貸付 
 柳林農社は明治１１年１月から福田彦四郎は肥料販売と「利子米貸付」という２つの新
しい営業に乗り出した。これらの新規事業は商人だった渋沢喜作の提言によって開始され
たものと思われる。 
 肥料販売は柳林農社の「肥方」部門として別会計で処理された。農社が２０５０円とい
う資本金で肥料を購入し、周辺の農家に販売して利益を上げようとするものであった。農
家の購入資金を貸付け、農産物収穫後に利子をつけて回収する仕組みであった。１１年１
月から事業は開始され、表６のように１９４９円余の肥料を買い入れ、１３年９月末まで
に２３８１円余でこの販売を終えた。純益金１６８円２８銭４厘は３分割され、渋沢喜作・
同栄一・福田彦四郎の３人にそれぞれ５６円１２銭８厘ずつ支払われた。この３人が農社
から資金を借り入れ、共同で営業したものと思われる。なお、明治１３年５月現在で、１
４口、合計１００円２７銭の肥料代金未払いが記録されていて、代金回収はスムーズにい
かなかったようである。この１３人を村別で見ると、上大沼村（１人）、西汗村（２人）、
長田村（５人、内１人は２口）、柳林村（２人）亀山村（３人）、砂川原村（１人）でいず
れも柳林村近隣の村々であった４６）。  
 肥料販売は予期したほどの利益が上がらなかったため、この１回だけで以後は行われて
いない。 
 「利子米貸付」は「貸付方」部門で会計処理された。農家に資金を貸付け、その年の秋
に収穫した米でもって利子をつけて返済させる、つまり、貸金を米で返済させる仕組みで
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あった。明治１１年１月に「利子米貸付金取扱略則」４７）が定められた。 
表６ 肥料販売勘定書（明治１３年９月）  これには、①近傍農家を対象に貸付資本金３万
円で利子米収受を目的に貸与する、②地券を抵当
にする、③利子米の利息は年２割以下とする、④
資金は渋沢栄一と同喜作の２人が利子２割で出金
し、福田彦四郎が貸付事務を行う、⑤純益金の半
分を準備金として積み立て、残りを３人で等分に
割合う、損失が出た場合も３人で負担する、など
と規定されていた。なお、「利子米貸付」業務を開
始するにあたって、農社は新たに「貸付方」専任
の手代を１人雇用している（明治１１年、年給１
２７円）。 
 
仕入代金 １９４９円３０銭９厘
売却代金 ２３８１．８２．４ 
 
○益金の部  
売買利益金 ４３２．５１．５ 
利息収入 ３１．７６．１ 
合 計 ４６４．２７．６ 
 
○損金の部  
 この利子米貸付は、明治１１年１月から１２年
６月まで（第１回）と、同年７月から１３年９月
まで（第２回）の２回の精算を行っているが、第
１回には６４２円４７銭１厘、第２回には２５０
１円４７銭５厘の利益を上げた。収納された利子
米は、おそらく渋沢喜作の斡旋により東京の深川
の米市場などで売却されたものと思われる。貸付資本金は実際には２万１３８０円で始め
られていて、２回合計で準備積立金が１１４３円９４銭６厘、配当金は１８００円（１人
６００円）となった
運送雑費 １１３．６７．０ 
資本金利息 １８２．２２．２ 
合 計 ２９５．８９．２ 
差 引 １６８．３８．４ 
（福田家文書２６９「肥方勘定書」より作成）
４８）。出資金から見て大きな利益を生み出したといえる。この好結果が
明治１３年１０月からの正式な貸金営業への進出につながったものと見られる。 
 なお、明治１０年代初頭には、群馬県内でも貸金業を営業する生産会社が数多く設立さ
れた４９）。西南戦争によるインフレの時代であった。  
   
４ 後期（明治１４～２０年）の経営と解社 
（１）貸金業の兼営 
 柳林農社の年限は最初５年間、つまり明治１１年までであったが、社中の協議により、
さらに５年間延長して明治１２年１月から１６年１２月まで継続することになった。結果
的には会社はさらに延長され、明治２０年まで継続した。明治１３年１０月３日付けで、
新たに全７か条の「柳林農社申合略則追加」５０）が議定され業務の改正が行われた。 
 この「追加略則」の第１条には「当明治十三年ヨリ本社近傍村々ヘ地券抵当ヲ以テ作立
貸付金ノ事ヲ営ムベシ」とあり、農社はこれまでの養蚕・蚕種・製茶の３業のほかに新た
に「作立貸付金」つまり「農家への資金貸付」を業務とすることを正式に打ち出した。第
６条には５項にわたって収支報告方法についての規定があるが、その第３項に「利益が出
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た場合には評議をもって相当の積立金をする」とあった。農業中心の会社から貸金業中心
の会社へと変貌してゆくことになった。 
 「追加略則」と同時に、全９か条からなる「貸付金取扱議定書」５１）が作成され、貸金業
の具体的な取扱方法が決められた。内容を要約すると、①貸付金の限度は２万４０００円
として、その資金は第一国立銀行から借り入れる、②第一銀行からの借り入れ期間は明治
１３年から３年間とする、③農家への貸付期限は１年間として、その利息は年２割とする、
④貸付業務の費用は「貸付方」として、他の業務と別途に取扱う、⑤純益金が生じた時に
は、その１０分の２を「非常滞貨準備」の積立金とする、残額の３分の１はこの業務を担
当する支配人給料にあて、３分の２は株主の配当にあてる、などとなっていた。 
 前述した明治１１年１月開始の「利子米貸付金」をもとにして、これを発展させた業務
であることは明らかである。前の「利子米貸付金」制度は今回の新たな制度に吸収された
とみてよい。前回の「利子米貸付金」が秋の収穫米で決済されたのに対して、この「作立
貸付金」は期限後に「金」で決済されることになった。また、前回は福田彦四郎・渋沢喜
作・同栄一の３人のみで間で行われたが、今回は株主５人全員の協議により農社の正式な
事業として行われることになった。さらに、新たに株金を徴収しないで、渋沢栄一が頭取
を務める第一国立銀行から２万４０００円を借り入れて資金をつくったことも大きな特色
であった。 
（２）「貸付方」の経営状況 
          表７ 貸付方損益勘定表（明治１３年１０月～２０年１２月）  単位 円 
 柳林農社の「利
子米貸付」は明治
１１年（１８７
８）１月から１３
年９月までの期
間に行われ、大き
な利益を得たこ
とは前に見た通
りである。                       
 期 間（年月） （１）益 金 （２）損 金 （１）－（２）   未納金 
１３．１２～１４．１２ 6627.616 3881.907 2745.６５9 2290.660 
１５．１～１２ 5391.041 2733.622 2657.419 2564.771
１６．１～１２ 4349.62６ 2623.930 1725.69６ 3729.170 
１７．１～１２ 3609.000 2848.593 760.407 5012.077
１８．１～１２ 3698.031 3000.904 697.1１7 3331.365
１９．１～１２ 2223.967 2844.346 -620.379 2240.152
２０．１～１２ 2748.591 2609.849 138.742 1969.040 
（
           福田家文書２６８－３～９「貸付方総勘定及損益勘定表」、未納金は同２５８－６～１２ 
  合  計 28647.8７２ 20543.151 8104.717 21137.235
「未納金石利息調」より作成） 
 明治１３年１０月から解社となる２０年１２月までの「貸付方」のみの「損益勘定表」
を表７に掲げる。 
 第１年度の明治１４年度は「利子米貸付」の好調の波を受け継いで約２７４６円という
黒字を出していた収支が、１５年１月から益金（収入）が減少してゆき、１９年度にはつ
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いに６２０円余の赤字を計上するまでに至る。貸付金利息などの未納金も１７年まで増加
の一途を辿っている。明治１０年代の後半に農社の貸付方も経営不振に陥っていった。 
 この収益の減少の背景の１つに、貸付金の「滞貸し」、つまり農家からの元金の返済が進
まず、１年間の貸付期間を超過して農家の言う「借替」という形で、そのまま貸し続けざ
るを得ないという現象があった。表８は「利子米貸付」期の明治１３年９月から「貸付金」
期の１６年１２月までの貸付状況を示したものである。しだいに返入額が減少していって
いることがわかる。好調だった「利子米貸付」時期の１３年９月現在でも返入額８２５円
５０銭６厘は貸付金総額２万４２４２円のわずか３％強にすぎなかった。明治１４年７月
２２日付けの支配人福田彦四郎から渋沢栄一宛書簡５２）の中で彦四郎は「皆済する人は稀で、
利息も元金に加えて借替えをする農家が多く返入金が少ない、第一銀行への返済金に困っ
ている」と報告している。なお、明治１３年１２月現在で、貸金を借り受けた農家１口当
たりの金額は平均約７８円であった。 
 
    表８ 柳林農社貸付状況（明治１３年９月～１６年１２月） 
 貸付金総額（円） 口 数（口） 返入額（円） 貸付金残額（円） 
１３年 ９月現在 23875.53 307 797.508 23077.992 
１３年１２月現在 24242 334 825.506 23416.494 
１４年１２月現在 23803.995 208 719 23084.995 
１５年１２月現在 22117.5 166 609 21508.5 
１６年１２月現在 24170 183 474 23696 
（福田家文書２５０－１「貸付金調書写」より作成） 
 
 明治１５年からの「松方デフレ」による不況のなかで、元金だけでなく利息金の納入も
進まなくなった。元金・利息金の返済が滞ると、ついには抵当となっている田畑などの地
所を貸付先農家から引き上げることになる。これが農社の経営を圧迫することになった。 
 表９は明治１７年の貸付方の収支状況を見たものである。同年は不況が激化して埼玉県
では秩父事件が起こった年でもあった５３）。この年は帳簿上では７６０円余の純益金を計上
している。しかし、収入（益金）の項に「未納利息金見積」２７００円、「未納小作米代金
見積」８００円とあるように、実際には納入されていない利息金と小作米を入ってくるも
のと見込んで計算した、いわば架空の純益金であったことがわかる。さらに、両者合計の
見積金額３５００円に対して、実際の合計未納金額は５０１２円７銭７厘であった。３割
は取り立て不能と見込んでいたことになる。なお、前表７からもわかるように、この年の
未納金額は全期間における最高額で、同年の不況の激しさを物語っているといえよう。 
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  表９ 貸付方総勘定及び損益勘定内訳（明治１７年度）  
 総勘定の「貸方」の項に、「流
込地所代金」とあるが、これは
貸付金の抵当として返済できな
かった農家から引き上げた田畑
を指している。これらの土地は
小作地とされ、小作人となった
農家からは、田の場合は小作米
が、畑の場合は小作金がそれぞ
れ納入されることになった。小
作米は米市場に出荷して換金し
た。ところが、不況のためこの
小作米・小作金もやはり未納と
なるケースが多かった。前記し
た「未納小作米代金」はこれを
示している。 
○借方                 円 ○貸方            円 
第一国立銀行より借入  ２００００．     定期貸付金     １５８８７．５     
準備積立金          １４２５．７４９ 流込地所代金    ８８３３．５３  
利益積立金          ３８６６．４５ 小作滞貨        ３７８．５４１ 
当座借入            ５００． 未納小作・利息補正３５００． 
未払租税・利息補正    ２１００． 金銀勘定（現金）    ５３．０３５ 
当期純益金          ７６０．４０７ 
合計             ２８６５２．６０６ 合計         ２８６５２．６０６ 
 
○益金（入方）             ○損金（出方） 
小作米代金          １０９． 未払利息高      １８００． 
未納利息金見積      ２７００．      未納租税見積     ３００． 
未納小作米代金見積    ８００． 営業税納金        ２０．２２２ 
 更正証書印紙代    ２０．０１ 
 流込地所租税納金  ４３１．４２３ 
 筆墨紙代          ４．２ 
 この「流込地所」の増加は農
社の経営にはプラスにはならな
かった。「損金」の項の「流込地
所租税納金４３１円４２銭３
厘」とあるように租税（地租）
負担が農社に覆い被さってくる。
「未納租税見積３００円」とあ
るように、農社はこの地租全額
を支払うことができなかったの
である。なお、明治１９年３月
現在の「流込地所」は８３町８
反１畝２２歩、地価額２万３１
１円６銭１厘に達し、これに農        
 郵便脚夫賃         １．２ 
 傭給料          １２１．５ 
 旅費・催促雑費      ４１．３０９ 
 訴訟雑費          ５９．３０４ 
 寄付金・新聞紙他    ３９．４２５ 
合計             ３６０９． 合計          ２８４８．５９３   
 
○純益金 内訳 
準備積立金           １５２．０８１ 
利益積立金           ４０５．５５１  
支配人給与           ２０２．７７５ 
合計               ７６０．４０７ 
（福田家文書２６８－６「貸付方第六回総勘定差引表」より作成）     社のこれまでの土地１６町９反
１畝１３歩、地価額１０６７円４７銭６厘を加えると、この点で柳林農社は土地１００町
７反１畝５歩、地価額２万１３７８円５３銭７厘の大地主となってしまったことになる５４）
。 
 同じ項目の「未払利息高１８００円」とは経営不振により、第一国立銀行からの借入金
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（２万円）の利息が未払いであったことを示している。 
 「益金」の項に「見積金」が多い不安定さは純益金の使途を制約した。明治１７年の純
益金７６０円４０銭７厘は「略則追加」の規定通り、１０分の２の１５２円余は準備積立
金に回され、残金６０８円余の３分の１、約２０３円は支配人（彦四郎）の給与に配分さ
れた。しかし、株主の配当金に充てられるはずの残り３分の２の４０５円５５銭１厘は利
益積立金として流用されている。明治２０年の解社まで株主への配当金は１度も計上され
ることがなかった。柳林農社の「貸付方」事業は当時のわが国の不況という背景もあって、
大きな経営不振に陥っていたといえる。 
  
表１０ 未納小作金・小作米地区別内訳（明治２０年） 
芳賀郡 
未納小作金 
（円） 
未納小作米
（石） 
河内郡 
未納小作金
（円） 
未納小作米 
（石） 
柳林村 76 15.5 東蓼沼村   2.0 
勝瓜村 27   上郷村 5 8.8 
長田村 36 8.3 上三川村 70 4.2 
西郷村 7.7 1.2 梁村 11 16.0 
田嶋村   0.5 川中子村 60 29.0 
真岡町 14   石田村   1.1 
高真木村 7   3.0 雀宮宿 49    13.0 
鷲巣村   3.6 下反町村   14.0 
砂ケ原村 2   桑嶋村   0.8 
中村   5.0 西木代村   0.2 
上大沼村 16 12.0 東・西汗村 3   
高橋村   2.9 ２３宿町村合計 383.7 14 1.1 
（地区名は原史料のまま。福田家文書２５８－１３「第九回未納金穀及未払金見積書」より作成） 
 
 柳林農社はどのような地域の農家に貸付を行っていたかを見るためにまとめたのが表１
０である。明治２０年における未納小作金３８３円７０銭、未納小作米１４１石１斗の地
区別合計高が載っている。貸付地域は芳賀郡１２か町村、河内郡１１か宿村の合計２３か
宿町村にわたっていた。いずれも農社が位置する柳林村に近接した村々であった。河内郡
の村々はいずれも鬼怒川を挟んで柳林村の対岸にあり、渡船で往来できた。 
 経営の窮状を背景に、柳林農社は明治１７年１月に第一国立銀行からさらに２万円（利
息は年９分）を借り入れた。１３年９月に借り入れた２万４０００円の金は何とか利子金
を払いながらも、明治１９年までに返済している５５）。しかし、不況が深刻化した時期の２
回目の借入金は返済が進まなかった。前記したように明治１７年の利息は返済できなかっ
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た。第一国立銀行からの借入金は、貸付金と利息の回収が進まなかった柳林農社の経営を
さらに圧迫していった。 
 明治１９年４月に新たに１万８２００円（甲号）と２２５０円（乙号）の２口の借用金
証書が作成された。それぞれ５年賦の返済条件であった。甲号はおそらく１７年に借り入
れた２万円の残金であろう。乙号は２万円の滞納利息と新しい甲号借入金証書の利息とを
合計したものであった。２つとも借主は福田彦四郎、保証人には渋沢喜作がなっていた。
彦四郎から銀行宛に同年３月に出された「嘆願書」５６）には「両三年来、農家は非常の困難
に陥り農社の貸金が滞納され、利子取り立てもできないでいる。本業の養蚕・製茶業も多
分の損失でどうにもならない。１７年に借り入れた２万円は次の方法で返済したい」とあ
り、２つの年賦借用金証書が作成された背景がわかる。なお、これら２つの借入金返済は
解社の際の大きな課題となることは後述したい。 
 貸付方の経営に大きな影響を与えたのは、明治１０年代に東京の深川万年町に移住して
いた渋沢喜作であった。家業で廻米問屋や生糸売込問屋を経営していた喜作は、郵便書簡
などを通して家業で知り得た米や繭などの商況や作況を義弟彦四郎に素早く伝えた。 
（３）養蚕・蚕種・製茶業の経営 
 柳林農社の本来の事業であった養蚕・蚕種・製茶などの農業経営に目を転じてみよう。 
  
表１１ 養蚕・蚕種・製茶損益勘定表（明治１４～２０年度）単位＝円 
年 度 益金（収入） 損金（支出） 差 引 配当金 表１１は明治１４年度から２
０年度までの農業経営の損益勘
定（収支会計）をまとめたもので
ある。これによると、収支会計も
１４年度は５６０円３２銭９厘
の黒字であったが、翌１５年度に
は赤字最高額の２０５５円８７
銭２厘を記録し、以後も赤字を続
けていった。配当金は黒字だった 
１４年度 2498.697 1938.368 560.329 150
１５年度 590.95 2646.822 -2055.872 0
１６年度 265.81 869.558 -603.748 0
１７年度 310.833 930.029 -619.196 0
１８年度 369.323 891.512 -522.189 0
１９年度 375.486 750.484 -374.998 0
２０年度 703.017 755.512 -52.495 0
合 計 5114.116 8782.285 -3668.169 150
（福田家文書２６７－５「第五回現在所有時価見積及総勘定」より） １４年度の１５０円のみで以後は
ゼロであった。柳林農社は本来事業の農場経営でも明治１０年代後半には著しく不振だっ
たことが判明する。 
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 この背景を究明するために、「貸付方」の史料と同じ明治１７年度の総勘定（資産会計）・
損益勘定表（収支会計）を表１２に掲げた。 
  
 表１２ 明治１７年度 総勘定及び損益勘定表 
 この年度は総勘定では１万３８９
７円４６銭５厘の赤字であった。不況
による物価低落で、地所・家屋・建具・
農具などの資産価値（１７年の見積高
７７５０円）が減少したことがその大
きな原因であった。１４年度には地所
などこれらの資産は１万２０００円
と見積もられていたので、約４割近く
目減りしたことになる。さらに、経営
困難のために行った借入金２８５０
円の存在も、その利子負担により赤字
が生み出される一因となった。 
○借方 ○貸方 
株金         １５０００． 地所家屋建具農具等見積 
７７５０． 
営業資本借入高  ３０００．  
借入金        ２８５０． 金銀勘定           ２３．７４８
準備積立金      ４１０．３５９ 
利益積立金      ４１０．８８４ 
合計        ２１６７１．２１３ 合計            ７７７３．７４８
 
○益金（入方） ○損金（出方） 
糸繭売代金      １２９．７９５ 諸器財代           ２６．１７２
製茶売代金      １７９．７７７ 農具代             ４．２３９
雑収入           １．２６１ 原紙・蚕具繕費       ４２．１８３  損益勘定でも明治１７年度は６１
９円１９銭６厘の赤字であった。養
蚕・製茶業での雇用労働費（傭給料・
蚕傭給料・製茶給料）５０５円余など
支出が９３０円余であったのに対し
て、収穫物である糸繭・製茶などの販
売代金は雇用労働費にも届かない約
３１１円にすぎなかった。 
 飯米味噌醤油       １９６．４４４
 諸食物代           ９５．５８６
 薪炭・炭・油・蝋燭      ４７．７０６
 傭給料           ３０５．７３６  
 蚕傭給料          １４１．１４７
 製茶傭給料         ５８．３１８
 諸雑費            １２．４８８
なお、５６０円余の黒字を計上し         
た明治１４年度の雇用労働費は１０    
（福田家文書 267-5「第５回現在所有時価見積及損益勘定表」より）１０円９３銭１厘であったので、これ
と比較すると雇用を大きく縮小していることがわかる。一方、１４年度の輸出蚕種（１７
６８円）・出殻繭・製茶などの合計販売代金は、１７年度の８倍強にあたる２４９８円６９
銭７厘に達していた。１７年度には同社の主力であった蚕種製造を放棄していることが収
入減少につながったといえる。いずれにしても１４年度に比べて柳林農社の経営規模は大
きく縮小されていたことがわかる。 
合 計         ３１０．８３３ 合 計            ９３０．０２９
差引    ６１９．１９６ （損失） 
 柳林農社の経営が大きく変化して縮小傾向に入ったのは明治１５年度からであった。こ
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の年は前記したように最大の損失金（赤字）を生み出した年であった。この背景にはいく
つかの要因があったと考えられる。 
 １つは養蚕・蚕種・製茶業の不作である。明治１５年１月に立てられた「営業諸損益予
算表」５７）によれば、この年は常時雇用労働１０人のほかに蚕臨時雇用に３０００人、製茶
臨時雇用に２５０人を使用して、蚕種を１８００枚（１枚１円、１８００円収入）、出殻繭
３２石４斗（６４８円）、製茶４００貫（８００円）を収穫し、合計で約３２５０円の収入
を予定していた。しかし、結果的には蚕種は５００枚で８１円７０銭６厘、出殻繭は５０
０円、製茶は０円で、合計約５８２円にすぎなかった。この原因について明らかにしてく
れる史料はないが、技術的な失敗のほか、製茶の収穫がゼロであったことからこの年は気
候不順で不作であったのかもしれない。 
 もう１つは松方デフレによる不況であった。１枚が１円で売れることを見越して製造し
た蚕種は前記したように、５００枚で８１円余、つまり１枚１６銭余にしかならなかった
のである。蚕種価格の下落が損失を生み出した大きな要因でもあった。なお、柳林農社は
明治１５年を最後に蚕種業からは撤退している。 
 いずれにしても、明治１５年度の赤字は農社の経営を直撃したようで、この年から借入
金を行うようになった。「貸付方」より１５００円の借り入れを行った。この借入金は当座
の予定であった。しかし、不況と経営縮小のため返済できずに利息が増加して、前記した
ように１７年度には２８５０円、解社直前の２０年には３６５０円にまで膨らんでしまっ
た。こうして、農社本体の農業経営も破綻に陥っていった。 
（４）明治２１年に解社 
 明治２１年４月２３日付けで、柳林農社株主総代福田彦四郎から「今般株主一同協議ニ
ヨリ、明治二十年十二月限リ解社廃業仕候間、此段御届奉申上候」という内容の「廃業届」
５８）が樺山資雄栃木県知事宛に提出された。これはすでに前年の２０年１２月２７日に届け
出ていたものであったが県から却下され、指導を数回受けてからの提出だったので間もな
く認可されたものと思われる。実質的には明治２０年１２月に柳林農社は廃業、解散に追
い込まれたのである。 
 明治２２年３月に、農社の財産・借金等の処理方法に関する「株主議決書」が作成され
た。それには、①地所家屋、貸付金、流込地所など一切の農社資産を２万４８００円と評
価して、この金額で福田彦四郎が買い請ける、②第一国立銀行からの借入金残金１万５８
００円は彦四郎個人の債務とみなし、彦四郎は、同行との約束通り明治２２年１２月から
２８年１２月までの６年間に完済すること、③資産額２万４８００円から第一銀行借入金
１万５８００円を差し引いた９０００円は１株６００円（全１５株）の割合で株主に返金
する、④返金方法は、明治２５年１２月から３４年１２月までの１０か年賦で毎年６０円
ずつ割り戻す。ただし、銀行への返済金もあるので、不作の年があった場合は割戻金を延
期することもできる、などであった。農社の経営責任者であった支配人の福田彦四郎にと
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っては温情あふれる内容であった。これは株主がすべて渋沢一族であり、また、かつては
同志であったことからきていると思われる。 
おわりに 
 柳林農社は栃木県の前身である日光県の開産政策と、渋沢栄一や福田彦四郎を中心とす
る渋沢一族の起業意欲とが一致して明治７年に農業会社（農場）として設立された。わが
国の会社の歴史でも草創期に属する会社設立であった。農社は蚕種（養蚕）業と製茶業を
展開することになった。とりわけ同社が重視したのが蚕種業であった。蚕種業は輸出全盛
の時代から不振の時代へと入りかけていたとはいえ、まだ有望視されていた産業であった。
蚕種が外貨獲得の輸出品であったので国益を重視した渋沢栄一の考えにも合致していた。
株主の１人で現地の支配人となった福田彦四郎が島村蚕種業の高い技術水準を身につけて
いたことも同社が蚕種業を経営の中心に置いた理由であった。一方、渋沢栄一はヨーロッ
パ渡航時に獲得してきた会社設立の知識が豊富であった。島村蚕種業の技術と渋沢栄一の
会社組織論が結集されて設立された会社が柳林農社であったともいえる。 
 設立時の株主のほとんどが渋沢栄一の同族であると同時に、彼の尊王攘夷運動時代の同
志であったことも大きな特色であった。お互いに気心が知れているので経営を自由に、か
つ急速に展開できるメリットがあった反面、閉鎖的となり地元の柳林村など外部に会社を
開放してゆく方向性がとれなかったといえる。規約で当初の資本金１万５０００円も増資
することができなかったが、これも会社の発展を制約することになった。 
 このようにして発足した柳林農社であるが、その経営は初期から決してうまくいったと
はいえなかった。地所の購入、開墾、蚕室建築など初期投資費用が嵩んだ上、期待してい
た蚕種が輸出不振により価格が低落してしまったため、思ったほどの利益を出すことがで
きなかったのである。 
 明治１１年に柳林農社は周辺の農村を対象に新しく「利子米貸付金業」を開始した。株
主の渋沢栄一・同喜作・福田彦四郎の３人が共同して始めたものであったが、この事業は
当時のインフレ傾向にあった経済状況も幸いして一定の成功を収めた。株主には価格低迷
に陥った蚕種業に代わる新事業として期待され、１３年には貸金業が正式に農社の事業と
して取り入れられた。資本金を３０００円増資し、さらに資金２万４０００円を第一国立
銀行から借り入れて開始された。ところがこの貸金業も明治１０年代後半の松方デフレに
よる不況に遭遇して大きな損失を蒙ってしまった。貸付金とその利息の返済が滞り、貸付
先の農家から「流込地所」という形で入ってきた田畑が増大していった。これらの土地は
農家に小作地として貸し出されたが、その小作金や小作米も滞ってしまい、農社から国家
へ納入する地租も払えないほどであった。第一国立銀行からの借入金利息の返済も同社の
経営を圧迫した。経営維持のため、明治１７年１月には第一国立銀行から新たに２万円の
借り入れを行わざるを得なくなり、この返済にも窮するようになった。 
 一方、柳林農社本来の農業部門も破綻に追い込まれていった。経営の重点は貸金業に移
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行していたので蚕種業や製茶業は縮小傾向にあったが、明治１５年における蚕種業の不作
はこの縮小を決定づけた。さらに、不況による農産物低落がこれに拍車をかけ、赤字を増
加させた。 
 柳林農社は明治２０年１２月で廃業となり、２１年３月に正式に解社となった。農社の
家屋や地所は支配人だった福田彦四郎が時価で買い請け、この金額から第一国立銀行への
返済金を除いた金額９０００円が株主に割り戻されることになった。総資本金１万８００
０円の半額であったので、株主にとってこの会社事業は失敗だったといえよう。 
 柳林農社が柳林村という地域に根を下ろすことができないうちに短期間でその歴史を閉
じてしまったことも大きな問題であった。農業は農業用水の利用などに見られるように、
地域の共同と支え合いが必要な産業である。農社は地域の共同入会地に立地したことから
設立時点から地域の反発を買った。群馬県という外地から「寄留」し、村人たちからする
と桁違いの規模の大農場経営者として柳林村に入っていった福田彦四郎に対して、地域の
人たちの態度は冷たかったにちがいない。彦四郎は養蚕業や蚕種業を地域の人たちに指導、
普及することもなく、地域の公職などにも就くことがなかったようである。後期に始めた
貸金業も地域に歓迎されることがなかったに違いない。蚕種業にしても、群馬県島村の蚕
種家が選択したように、輸出向けから国内向け生産へ転換してゆく道や養蚕業に専化して
ゆく道もあったが、柳林村では蚕種業が広がることがなかったために孤立してしまい、放
棄せざるを得なかったといえよう。なお、残念ながら、史料の制約から農社の蚕種業経営
の実態をつかむことはできなかった。 
 解社時の処理方法が支配人として苦労してきた福田彦四郎に温情的であった点は、同族
であり、かつ同志であった出資者からなる柳林農社の利点として評価できよう。 
 最後に解社後の福田彦四郎について述べておく。 
 福田彦四郎個人の農場となった旧柳林農社は彦四郎によってその後も経営が続けられた
ようである。養蚕・製茶業も継続され、農家からの抵当地所で大きな地主となった彦四郎
には小作米（作徳米）も入ってきた。解社後も義兄渋沢喜作からは米や生糸に関する商況
の情報が彦四郎の元に届けられていた。小作米や繭などの販売で得た収入で、期限通り明
治２８年（１８９５）までに第一国立銀行の借入金の返済を終え、３４年までには株主へ
の割戻金返済も完了したものと思われる。 
 福田家に残っている書簡などの史料から、彦四郎は明治３９年の１月ころまでは柳林村
（当時は芳賀郡中村大字柳林）に居住していたが、明治４０年代には東京の本郷区西片町
（現在は文京区本郷西片町）に移転したことがわかる。この時までに地所など多くの資産
は処分されたと推定されるが、詳細は不明である。福田彦四郎は明治４３年（１９１０）
１２月に東京で６７歳の生涯を閉じた。 
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注 
１） この福田尚家文書（以下、福田家文書と略称する）は柳林農社関係史料を中心に約
３００点から成る。地元の真岡市教育委員会と二宮町史編さん室の手で整理、目       
録化され、現在は二宮町史編さん室に保管されている。 
２） 五味仙衛武「栃木県における明治初期の蚕業奨励」『栃木県史研究』５、１９７３年。
拙稿「島村蚕種業者による栃木県延島新田進出と蚕室経営」『ぐんま史料研究』第１
６号、２００１年。 
３） 竜門社編、全５７巻、１９５５年。柳林農社の史料は、第１５巻の４７１～４８０
頁に掲載されている。 
４） 福田家文書２３６－１。なお、番号は二宮町史編さん室作成の整理番号である（以   
下同）。 
５） 『横浜市史』第３巻上、１９６１年、４８１頁。 
６） 『渋沢栄一伝記資料』第１５巻、４７１頁。 
７） 福田家文書２３５－２－２。 
８） 明治８年３月２６日付け渋沢栄一の福田彦四郎宛書簡（福田家文書２２１－４１）   
の文面に「県庁宛願書類を３通送る」とある。 
９） 福田家文書２３５－１。 
１０） 真岡市柳林 仙波昭雄家文書。 
１１） 現在、真岡市柳林の旧河岸跡に建てられている記念碑による。 
１２） 前掲仙波昭雄家文書「明治四年四月 午水損地取調書上帳下書」による。 
１３） 仙波昭雄家文書。 
１４） 『真岡市史』第８巻 近現代通史編、１９８８年。 
１５） 仙波昭雄家文書。 
１６） 前掲拙稿論文。 
１７） 仙波昭雄家文書。なお、同一内容の文書が上州側の田島武平のご子孫にあたる伊
勢崎市境島村の田島信孝家に残っている。 
１８） 福田家文書２２１－４０。 
１９） 古河合名会社五日会編『古河市兵衛翁伝』１９２６年、６１～６８頁。 
２０） 福田家文書２３６－３。なお、農社側から大蔵省監査局にこの割戻金の算出方法
も報告され、同局から許可を受けている。 
２１） 同上文書７「株金集合元帳」による。 
２２） 尾高長七郎と福田滋助（彦四郎）らが江戸から長七郎の郷里武州下手計（埼玉県
深谷市）に向かう途中、中山道沿いの戸田ケ原で長七郎が通行人を斬殺してしま
った事件。この時、長七郎は精神的に錯乱状態にあったとされる。この事件につ
Mar.2006                      渋沢一族による栃木県柳林農社経営               33 
                                                 
いては、「尾高長七郎小伝」（山口律雄他『渋沢栄一碑文集』、１９８８年）に詳し
い。 
２３） 福田家文書１３４「明治二歳十一月 滋助出牢及順太郎七夜祝受納控」による。 
２４） 農林省『農務顛末』第３巻、１９５６年、５３２～５３３頁。 
２５） 福田家文書２０１～２０６。 
２６） 金子緯一郎『利根川と蚕の村』１９７９年、２５～３１頁。 
２７） 福田家文書「明治五年 公私日記」による。 
２８） 同上文書２１０－１～６。 
２９） 前掲田島信孝家文書「野州延島新田開墾地再興出張旅行記」による。 
３０） 前掲拙稿「島村蚕種業者による栃木県延島新田進出と蚕室経営」。 
３１） 土屋喬雄『渋沢栄一』、吉川弘文館、１９８９年、１１１頁 
３２） 藤本実也『開港と生糸貿易』中巻、１９３９年、２３１～２３３頁。 
３３） 『国史大辞典』７、吉川弘文館、１９８６年、６７頁。 
３４） 前掲『渋沢栄一伝記資料』４８１～６０９頁。 
３５） 『群馬県議会議員名鑑』群馬県議会、１９６６年、４１１頁。 
３６） 『澁澤父子事蹟』澁澤父子遺徳顕彰会、１９７３年、３０～４６頁。 
３７）３８） 前掲『古河市兵衛翁伝』。 
３９） 拙稿「島村蚕種業者による栃木県延島新田進出と蚕室経営」。延島新田の場合は、
明治６年秋から翌年春にかけて懲役囚人労働による開墾が行われた。 
４０） 前掲『渋沢栄一伝記資料』４７８頁。 
４１） 福田家文書２３８－２。 
４２） 同上文書２６４。現在、この蚕室は残存していない。柳林農社と同様に島村の養
蚕業の影響を受けて明治８年に建築された山形県羽黒町の松ヶ岡開墾場に現存す
る蚕室と同じ造りであり、農社の蚕室はそれより大規模であったと想定される（松
ヶ岡開墾場『凌霜史』、１９９７年、１４２～１５５頁）。福田尚氏によると、地
元では「三十三間堂」と呼ばれていたという。 
４３） 福田家文書２３９。 
４４） 拙稿「蚕種輸出の盛衰と島村勧業会社」『内陸の生活と文化』地方史研究協議会、
１９８６年。 
４５） 前掲五味仙衛武論文。 
４６） 福田家文書２５０－２「肥物売代金未納分調」による。 
４７） 同上文書２３６－４。 
４８） 同上文書２６８－１「当貸付方第壱回総勘定差引及損益勘定表」による。 
４９） 石原征明「群馬県における生産会社（銀行類似会社）の基礎的研究」『群馬県史研
究』１３、１９８１年。 
５０） 福田家文書２３６－５。 
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５１） 同上文書２３６－６。 
５２） 前掲『渋沢栄一伝記資料』４７９頁。 
５３） 東京深川の渋沢喜作から栃木県柳林村の福田彦四郎に宛てた明治１７年１１月２
０日付け書簡（福田家文書２２１－６）の中には「先頃ハ埼玉県下秩父郡及近郷
ハ存外ノ事ニ有之候処、鎮静一段ノ事ニテ兎角各地トモ不穏ノ芽ニモ有之候様
度々新聞紙上杯ニテハ有之候」とある。 
５４） 福田家文書２５７「借用金関係書類」による。 
５５） 第一国立銀行頭取であった渋沢栄一はこの借用金について、明治１４年６月２４
日付け彦四郎宛書簡（福田家文書２２１－３８）の中で「３年間の期限で借りた
ので期限内に必ず返済するように」と指示していた。 
５６） 福田家文書２５７。 
５７） 同上文書２４８。 
５８） 同上文書２３５－４。   
  
〔付記〕本稿を作成するにあたり、神奈川県藤沢市の福田尚氏、栃木県二宮町史編さん
室をはじめ多くの方々や諸機関に史料閲覧などで大変お世話になった。ここに記して厚
く感謝したい。 
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Abstract 
The management analysis of Ryurin-Nosha in Tochigi Prefecture, an 
agricultural company  established  by  Shibusawa  family 
Toshiya Miyazaki 
Ryurin-Nosha was established by Shibusawa family, Eiichi Shibusawa, Hikoshiro 
Fukuda, etc. at Yanagibayashi Village, Haga County, Tochigi Prefecture in the 7th year 
of the Meiji era. This company was dissolved due to dull management in the 20th year 
of the Meiji era. 
In  this  paper I will  examine  new  historical  materials  and  analyze  why 
Ryurin-Nosha was established and dissolved. 
The most remarkable attention will be drawn in that this company was established in 
early stage in the history of company in Japan and related deeply with Eiichi Shibusawa 
who was a pioneer in organizing the company. 
